
                                  Z1000 07- 

                                      FASARM S-TI SC/PRO-TI SC 
スパイラルコレクター 

 この度は、ノジマ FASARM マフラーをお買い上げ頂き誠にありがとうございます。 

マフラーの取り付けに関しましては、メーカーサービスマニュアルとこの説明書をよくお読み頂き、必ずエンジンが冷

えた状態で作業を行って下さい。 適合車種は、Z1000 07  用 となっております。その他の機種には取り付けられませんので

ご注意下さい。取り付け作業に、ご不明な点などございましたら、当社までお問い合わせ下さい。 

 

 １．スタンダードマフラーを取り外します。 

 排気バルブを駆動しているワイヤーを取り外します。まず、Ｒサスペンション後方にあるワイ

ヤー調整ナットを緩めます。左側サイドカバーを取り外し、中の駆動用のプーリーからワイヤ

ーのみを取り外します。次に、マフラー脱着時の作業性確保のため、右アンダーカウルとアン

ダーカウルステーを取り外します。 
エキパイフランジ部のナットと右テールパイプステー部１箇所のボルト、ナットをはずし、

スタンダードマフラーを取り外します。左側ステッププレートにあるサイレンサー取り付け部

のゴムラバー、カラーは脱落防止のため取り外しておきます。取り外したボルト、ナット類

は再使用しますので無くさないように注意して下さい。また、ガスケットは新品に交換し

て下さい。 

 ２．マフラーを取り付けます 

 a  エキゾーストパイプのエンジンへの取り付け 

 エンジンにエキゾーストパイプ No１,No２,No3,No4 を取り付けます。この時、フランジ部のナットは仮止めの状態（取り付けた

パイプが少し動く程度）にしておいて下さい。（※①～④の識別シールは装着後では剥し難いため、番号確認後、組付け前

に剥すことをお勧めします。続いて取り付ける集合部も同様に行ってください。） 

 b   リストリクター、スパイラルコレクターの取り付け 

No1～４の各エギゾーストパイプにインナーカラーを挿入します。（※インナーカラーは性能確保のため大変重要です。必ずエ

キゾーストパイプに取り付けてください。）スパイラルコレクター（以下ＳＣ）の差込部内側にシリコンボンド等を薄く塗布し、ＳＣをエキゾ

ーストパイプの番号に合うように注意して差込んでください。この時、オイルパン及びアンダーカウルステーと集合部とのクリアランスが小さ

いので、注意して位置決めを行ってください。入りにくい場合は、一旦アンダーカウルステーを取り外し、エキゾーストパイプを少しずつず

らしながら、マフラー全体を揺するようにして押し込んでいくと、入り易くなります。アンダーカウルステーを装着した状態で位置を確認し

たら、スプリング（４本）をかけます。 

 

 

部品名 数量
1 エキゾーストパイプ　No 1 1
2 エキゾーストパイプ　No ２ 1
3 エキゾーストパイプ　No ３ 1
4 エキゾーストパイプ　No ４ 1
5 インナーカラー 4
6 スパイラルコレクター（ＳＣ） 1
7 テールパイプ 1
8 サイレンサー 1
サイレンサーバンド 1
帯ゴム 1
サイレンサーステー 1

ﾎﾞﾙﾄ M8x20 1
ﾜｯｼｬ  ーM8 1

11 スプリング 8
12 バッフル 1
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エキゾーストパイプ インナーカラー 

※インナーカラー差込方向 
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 ｃ   テールパイプの取り付け 

次にテールパイプの差込部内側にシリコンボンド等を塗布し、ＳＣへ差し込みます。テールパイプとリアサスペンションのリンクナット

のクリアランスが小さいので、注意してください。最後に、①オイルパン②アンダーカウルステー③リンクナットの３箇所とのクリアランスを

再度確認します。最後にＳＣとテールパイプにスプリング（２本）を掛けます。 

 ｄ  バッフルの取り付け（※この工程は必要に応じて行ってください） ここでは、

バッフル⑫の装着方法を示します。音量が気になる方、マフラーの特性を中速より

に変更したい方はお試し下さい。（このマフラーはバッフルを装着しない状態でＪＭ

ＣＡの認定試験をパスしており、別途添付されている認定カードはバッフルを装着

しない状態の数値を示しています。バッフル装着により、近接排気騒音値がさらに

２ｄｂ程度低減されます。） 

 右図を参考にして、付属のバッフル⑫をテールパイプに差し込みます。この時、Ａ

部の“つば”部分がテールパイプの端面にひっかかり、バッフルがテールパイプの中に

入り込まないように設計されています。確実に装着できているかを確認してください。 

※バッフルを装着した状態での長時間、高速走行は避けてください。 

 ｅ   サイレンサー／ステーの取り付け 

付属のサイレンサーステー⑩をステッププレートの内

側へ純正ボルト、ワッシャー、ナットを使用して取り付

けます。次にテールパイプにサイレンサーを差し込み、

サイレンサーとテールパイプにスプリングを掛けます。次

に、サイレンサーにサイレンサーバンドを後ろから差し込

み、付属のボルト、ワッシャー⑩と純正マフラーのセンタ

ーパイプを取り付けていたナット（※）を再使用して、仮

止めして下さい。 

 ｆ   フランジの締め付け 

 仮止めしたフランジ部のナットを本締めします。この際、フランジ部が傾いたりしないよう、左右のナットは均等に締め込んで

下さい。また、締め過ぎはスタッドボルトの破損を招きます。ご注意下さい。 

 ｇ   サイレンサーの本締め 

サイレンサーステー、サイレンサーバンドのボルト、ナットを本締めして下さい。このとき、①オイルパン②アンダーカウルステー③

リンクナットの３箇所とのクリアランスに特に注意しながら再度位置決めしてください。 

３  最終確認 
以上で作業は終了です。マフラーに付着した汚れをよく拭き取ってからエンジンを始動して下さい。エンジンを始動したら、

車体への干渉、排気漏れ等がないかどうか再度確認して下さい。最後に取り外したカウル類を装着します。 

４  インジェクションセッティングについて 
 ファサームマフラーはスタンダードの状態で性能を発揮するよう設計されております。従ってｾｯﾃｨﾝｸﾞの必要はありません。 

 

● グラスウールは消耗品です。グラスウールの消耗、劣化が原因で音量が徐々に大きくなり、さらにサイレンサー

が故障する場合があります。音量が大きくなってきたら、当社グラスウール交換をご用命ください（有償）。 

● グラスウールの交換はお近くの販売店までご依頼ください。 

● 走行時、走行後は大変マフラーが高温になっています。火傷に気を付けてください。 

● 純正のマフラーと比較すると、最低地上高が低くなっていますので、路面の段差等にはご注意下さい。 

● 本製品はＪＭＣＡの認定を受けております。（バッフル無しの状態で合格） 

● 車検時は同梱の排出ガス試験成績書の提出が必要です。重要な書面ですので紛失しないように注意

してください。 

 

 事故や転倒による修理につきましては、お受けできるケースと修理不可能な場合がありますが、ご依頼の際は一度お電話

にてお問い合わせ下さい。その他、マフラー、オートバイなどに関して質問がございましたらお気軽にご連絡下さい。 

                        N O J I M A   E N G I N E E R I N G 

        〒５１３－０８２５ 三重県鈴鹿市住吉町７２６５－７  TEL 059(378)3505  FAX 059(370)7811 
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